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第一次感染源

感染苗

第二次感染源

侵入

主因

Psudomonas　glumae 温度：催芽・出芽温度が高温
土壌：
粘土質で水持ちの良い土壌
床土のpH 5.1以上
過度の潅水

誘因

防除のポイント
塩水選後適正な防除薬剤の使用
床土pH4.5～5.0
催芽温度を適正にする
緑化・硬化期間の適切な温度管理
昼間25度以上、夜間10度以下にしない
土壌の過度の乾湿を避ける
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罹病種子

第一次感染源

                                                                     細 菌 病
１． もみ枯細菌病
  もみ枯細菌病で出芽時にひどく感染すると、幼芽は湾曲し、淡褐色ないし褐色になり、腐敗・枯死する。緑化から硬化期にかけて、生き
残った苗の葉鞘は淡褐変ないし濃褐変し、芯葉は腐敗した葉鞘を破ってめじれながら抽出する。また、葉齢が進んでから感染した場合には
葉鞘が褐変・腐敗し、芯葉は基部が腐敗して抜けやすくなるか、葉の基部が退色して白色になる。このような苗は褐変腐敗して、ついには
枯死する。
  症状が軽い場合には、葉鞘だけが褐変・腐敗し、生き残る苗もあるが、生育不揃いとなり移植にはたえられない。
  普通育苗箱ではパッチ状に発生する。罹病した腐敗苗には悪臭がある。
　箱育苗で発生する細菌病には本病のほかに、褐条病と苗立枯細菌病がある。褐条病では葉鞘に暗褐色水浸状の条班が現れる。苗立枯
細菌病では、苗は褐変枯死しても抽出中の芯葉の基部が腐敗して抜けやすくなることはない。なた、苗立枯細菌病では末期には苗が赤茶
けて枯死するのが特徴である。
  本病の伝染環、誘因ならびに防除のポイントは下図の通り。

　参考資料：大畑貫一（１９８９）稲の病害－診断・生態・防除－。全国農村教育協会。



感染苗
侵入

主因

Psudomonas  plantarii
温度：出芽および緑化期の高温
土壌：
過湿

誘因

防除のポイント
健全種籾の使用
塩水選後適正な防除薬剤の使用
緑化・硬化期間の適切な温度管理
適正な土壌湿度
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罹病種子

第一次感染源

                                                                     細 菌 病
２． 苗立枯細菌病
　本病は最近千葉県下の箱育苗で発見された新しい細菌病である（1983年）。その後関東各地ならびに宮城、新潟などで発生が確認され
ているが、初期症状がもみ枯細菌病による苗腐敗症と似ており、現地では両者が混同されていることもあって被害の詳細は明らかでない。
しかし、種子伝染するので今後警戒を要する病気である。
　初期症状はもみ枯細菌病による苗腐敗症と似ており、第３葉基部にクロロシスが現れ、ついで第３葉から萎ちょうし始める。やがて罹病苗
は赤茶けたようになって枯死するが、もみ枯細菌病のように苗が腐敗することはない。根の生育はきわめて悪い。ひどいときには育苗箱全
体の苗が枯死する。
　本病の場合苗の基部が腐敗しないので、もみ枯細菌病のように芯葉は容易に引き抜けない。
　本病の伝染環、誘因ならびに防除のポイントは下図の通り。

参考資料：大畑貫一（１９８９）稲の病害－診断・生態・防除－。全国農村教育協会。


